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梅雨が明け、高い湿度 から解放され て、セミ の鳴き声が聞 こえて くると、いよ

いよ本格的な 夏。  

現在会員登録数 3,553 人さま。次号は８ 月 20 日発行の予定 で す／  
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●「おはなし モノレ ール」参加者 募集  

貸切の大阪モ ノレー ル車内で「おはな し会 」を楽しみ、彩都の 会 場で「パネル

シ ア タ ー 」 を 観 て い た だ く お 子 様 向 け の イ ベ ン ト で す 。 ５ 歳 か ら 小 学 ３ 年 生

ま で の お 子 様 と 保 護 者 、 あ わ せ て １ ２ ０ 人 を 募 集 し ま す 。 今 年 の 定 員 は 例 年

の半分にして います 。開催は９月 23 日（木・祝）で、参加 費は ひとり 500 円

（大人・子ど も同額 ）です。申込 締切は ９月６日（月 ）必着 。詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html 

 

●「第 38 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」作品募集  

ア マ チ ュ ア 作 家 を 対 象 と し た 創 作 童 話 と 絵 本 の コ ン テ ス ト で す 。 構 成 、 時 代

な ど テ ー マ は 自 由 で 、 子 ど も を 対 象 と し た 未 発 表 の 創 作 童 話 、 創 作 絵 本 を 募

集しています 。締め 切りは 10 月 31 日（日）です。詳 細は↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#38boshu 

 

●  研究紀要の原稿 募 集  

当財団では「 大阪国 際児童文学振 興財団  研究紀要」第 35 号の原稿を募集し

ています。  詳細は ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html 

◇「大阪国際 児童文 学振興財団  研究紀要  第 34 号」を販売し ています。  

発行：当財団  2021 年 3 月  A5 判 106 頁  1650 円（税込）  

 

●  再スタート 10 周年  －次の 10 年のために－  記念寄付の お 願い  

皆様からのご 支援、 ご協力を心か らお願 い申し上げま す。  

年 間 １ 万 円 以 上 の 寄 付 を い た だ い た か た に は 、 佐 々 木 マ キ さ ん デ ザ イ ン の 当

財団新キャラ クター 「イイクロち ゃん」 のグッズをプ レゼン ト！  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html
http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#38boshu
http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html


詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html#special 

 

● YouTube「大阪国際 児童文学振興 財団  公 式チャンネル  IICLO」  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

子ども向けに 紹介す る「 YouTube 版  本の海大冒険」（絵本 編・読物編・ＹＡ編・

科学編、各回 3～ 5 分）は毎週金曜日に、大人向けに紹 介する「新刊子どもの

本  ここがオススメ ！ 」（各回約 30 分）は毎月 10 日に配信し て います。  

ぜひご覧くだ さい。 チャンネル登 録もよ ろしくお願い します 。  

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Aya's Talk 

***************************************************************** 

『緑の髪のパ オリー ノ』  ジャン ニ・ロ ダーリ /著  内田洋 子 /訳  講談社文

庫  講談社  2020年 11月  対象年齢：小 学 校高学年以上  

 

あらすじ：ジ ャンニ ・ロダーリ生 誕百周 年を祝って出 版され たロダーリの 短

編集。表題作 は、頭 の上に草や木 がはえ たパオリーノ の一生 を描いた作

品。「リーノ ・ピッ コのおはなし 」 37編、「イソップ っぽい 童話」 12編、

「そして、読 み応え のある長い物 語四編 」と荒井良二 （装画 ）、飯田陽子

（編集者）、 内田洋 子（訳者）の あとが きが付いてい る。  

 

Ａ ： 日 本 で 初 訳 の ロ ダ ー リ 短 編 集 で す 。 こ の 本 の 作 品 は ロ ダ ー リ が ジ ャ ー ナ

リストとして 働いて いるときに書 いた作 品です。  

Ｙ：「リー ノ・ピッ コ 」ってどんな 意味で すか？  

Ａ：ロ ダーリが使 って いたペンネー ムです。逆にすると「ピッ コリ ―ノ」とな

って、「 小さくて 可愛 い」という意 味があ って、そうい う男の 子を指すこと

もあります。  

Ｙ：「リーノ・ピッ コ 」のおはなしは、特 に短く、アイディア 集のような感 じ

で も あ り ま す が 、 そ こ に ひ ら め き と ユ ー モ ア と ち ょ っ と し た 皮 肉 が 感 じ ら

れます。  

Ａ：ロ ダーリはこ れら の作品を共産 党系の 新聞「ルニタ」に発 表 しますが、そ

の後、『チ ポリーノ の 冒険』（ 1951 年）を出 版します。『チポリ ー ノの冒険』

には、似たエ ピソー ドがたくさん 見つか ります。  

Ｙ：たとえば 、どん な作品ですか 。  

Ａ：お金がな いので 118 個だけのレン ガで 作った家に住 んで子 どもたちと仲

良くなるグス ターヴ ォさんのこと を描い た「とても小 さな家 」は、『チ ポリ

ー ノ の 冒 険 』 で は ズ ッ キ ー ニ じ い さ ん の 家 と し て 描 か れ て い ま す 。 物 が な

い こ と を 見 せ る た め に 貼 り 紙 を 書 い て お い た グ リ エ ル モ さ ん の エ ピ ソ ー ド

（「 ド ロ ボ ウ た ち の た め の 玄 関 ブ ザ ー 」） が あ り ま す が 、 ブ ル ー ベ リ ー さ ん

も泥棒対策に 同じこ とをします。 まだま だあります。  

Ｙ：好きだっ た作品 を３つ挙げる とする と・・・？  

Ａ ： ロ ダ ー リ ら し く 、 頭 を 使 わ な い と 自 由 を な く す と い う こ と を 皮 肉 と し て

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html#special
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


伝えている「宿 題かた づけマシン 」、島た ち が旅をする「地 理のバ カンス」、

こんな夜空が あった らなと夢想す る「空 」です。  

Ｙ：私は、いろ いろな 色の雪が降る「 雪」、サーカスのク マが自 由を求める「ク

マのダンス 」、そし て 、表題作の「 パオリ ーノの木」で した。  

Ａ：パオリーノの木 は、「頭 山」や、シェ ル・シルヴァスタイ ンの『おおき な

木』（村上 春樹 /訳  あすなろ書房  2010 年 9 月）を思わせま す。  

Ｙ：こんな人 生が送 れたらいいな と思っ て読みました 。  

 

＊『チポリ ーノの冒 険』は岩波 少年文庫 で読むことが できま す（関口英 子 /訳  

2010 年 10 月）。  

＊今回のゲス トはイ タリア語の翻 訳家の よしとみ  あや（Ａ ） さんです。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 71 回「黄いろの ト マト」  

 「中断」の 美学  

 

タイトルのあ とに「 博物局十六等 官／キ ュステ誌」と記され ていて、「私の町

の 博 物 館 の 、 大 き な ガ ラ ス の 戸 棚 に は 、 剝 製 で す が 、 四 疋 の 蜂 雀 が い ま す 。」

と書き出され ます。小 さかった「私 」が学校 に行く前にガ ラスの 前にこっそり

立ったときに 、蜂雀の 一疋が「銀の 針の様な ほそいきれい な声で、にわかに私

に」いうのです。― ―「お早う。ペムペル と いう子はほん とうに いい子だった

のにかあいそ うなこ とをした。」  

 

「私」も「お早う。蜂 雀。ペムペルという 人がどうした っての 。」とあいさつ

す る と 、 蜂 雀 は 、 ペ ム ペ ル と ネ リ の 兄 妹 が 楽 し く 暮 ら し て い た よ う す を 話 し

て聞かせます。と ころ が、蜂雀は、「 けれど ほんとうにか あいそ うだ。」とい っ

たあと、急に だまりこ みます。居た たまれな くなった「私 」は「 ね 、蜂雀、談

してお呉れ 。」「そ ら 、さっきの続きを さ。」とせまりますが、蜂 雀はじっとし

たままでした から、「 私」は、とうとう泣き 出します。「私」は、蜂雀の話の中

断に立ちつく し、耐 えられなくな ったの です。  

 

ひどく泣いて いる「私 」を心配した 番人のお じいさんの取 りなし で、蜂雀は、

よ う や く 、 ま た 語 り は じ め ま す 。 そ れ は 、 風 に 吹 き 飛 ば さ れ て 聞 こ え て き た

「 奇 体 な い い 音 」 に さ そ わ れ て 、 兄 妹 が 町 の サ ー カ ス 小 屋 ま で 行 っ た 話 で し

た 。 ふ た り の ポ ケ ッ ト に は 黄 金 (き ん )が な く て 、 中 に 入 れ な か っ た も の で す

から、ペムペ ルは、ひ とりで家に引 き返し て、畑の光る 黄いろの トマトをもっ

てきます。兄 妹は、ト マトは黄金だ から、あ んなに光るの だと思 っていたので

す。しかし、木戸口 で は「トマト二つで、こ の大入の中へ 汝たち を押し込んで

やってたまる か。失 せやがれ。畜生 。」と ののしられ、トマ ト を投げつけられ

ます。ふたり は、泣 きながら帰り ました 。  

 

町 へ や っ て き た 兄 妹 の 楽 し み は 無 残 に 断 ち 切 ら れ 、 こ こ ま で 話 し た 蜂 雀 は 、

「もうはなせ ない。」「 さよなら。」とい いま す。「私 」も 、悲しみ を十分に感じ

て、ガラスの前か ら廊 下に出てきま すが、幼 いころに経験 した「中 断」の切な

さが、このテ クストの 主題のように も思え てきます。テ クスト自 体も、冒頭近

くに〔以下、 原稿一 枚？なし〕と いう中 断をふくんで いるの です。  



 

「私のまだま るで小 さかったとき のこと です。」と町 の博物館 の物語をしめ く

くった「私」が、いま は博物局で仕 事をし ているのも、幼い ころ の切なさを埋

めようとして のこと でしょうか。 (馬車別 当 ) 

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『新 編  銀河 鉄道の夜』に よりま した。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ２５  

***************************************************************** 

 

「 そ こ で 提 案 な ん だ け ど 、 敵 と し て に ら み あ う の は や め て 、 友 だ ち に な っ て

みるっていう のはど う？」  

「冗談はよし てくれ よ」クマは あきれてい いました。「玉ね ぎ坊 主と友だちに

なったクマが 、この 世にいると思 うかい ？」  

「どうしてダ メなの ？」チポリ ーノはひき さがりません 。「 おか しなことなん

てちっともな いよ。こ の地球上、だ れもが友 だちになれる んだよ。クマだって

玉ねぎだって 、みん な星の下では 平等な んだ」  

 

（『チポリ ーノの冒 険 』 ジャンニ・ロダー リ /著  ヴラジーミ ル・スチェーエ

フ /絵  関口英子 /訳  岩波少年文 庫  岩 波書店  2010 年 10 月  p.213-214）  

 

ジャンニ・ロダー リの 代表作の一つ『チ ポリ ーノの冒険』から の引 用です。チ

ポ リ ー ノ は 、 玉 ね ぎ の 子 ど も 。 過 っ て レ モ ン 大 公 の 足 を 踏 ん だ た め に 牢 屋 に

入 れ ら れ て い る 父 が 、 チ ポ リ ー ノ に 、 旅 に 出 て 世 の 中 を 見 て ま わ り 、「 悪 者 」

について学ぶ ように と言います。チポリー ノは、ある村 にたどり つき、そこで

くつ職人のブ ドウ親 方の元で働き 、レン ガ 118 枚の家に住む ズッキーニじ い

さ ん や 、 音 楽 の 先 生 で あ る ナ シ ノ キ ・ ナ シ オ 教 授 、 八 百 屋 の だ ん な の ネ ギ モ

ト・ネギゾー などと 友だちになり ます。  

 

と こ ろ が 、 村 の 人 た ち が 、 プ チ レ モ ン 兵 に つ か ま っ て 牢 屋 に 入 れ ら れ て し ま

います。チポリーノ は 、モグラのおばさん の 助けを借りて みんな を助け出し、

みんなで森へ 逃げま す。そこへやって きた のが、引用のクマ です 。クマは、昔

話「おだんごぱん」のように、「 カボチャ おばさん、おいら は あんたが大好 き

だ 」 と 言 っ て カ ボ チ ャ を 食 べ よ う と し ま す が 、 た き 火 が あ る の で 近 づ け ま せ

ん。そこで、 チポリ ーノが、クマ に友だ ちになる提案 をする のです。  

 

こ の 作 品 に は 、 随 所 に 、 こ の よ う な 人 間 の あ り よ う や 社 会 の あ り よ う を 伝 え

る 言 葉 が ち り ば め ら れ て い る と 同 時 に 、 権 力 者 の 恐 ろ し さ や 愚 か さ も し っ か

り 描 か れ て い ま す 。 チ ポ リ ー ノ を は じ め 、 野 菜 や 果 物 を 擬 人 化 し た 人 物 た ち

がユーモラス で、挿 絵も魅力的。 1951 年の作品ですが 、今読 んでも皮肉が き

いていて楽し く、考 えさせられる ことが たくさんあり ます。（ Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

MARUZEN&ジュンク堂 書店梅田店で ７月 28 日まで開催さ れてい る「『ヴォ ドニ

ークの水の館  チェ コのむかしば なし』絵 本原画展」に 行ってき ました。４月



に出版された 絵本『 ヴォドニーク の水の 館  チェコの むかし ばなし』（まきあ

つこ文  降矢 なな絵  ＢＬ出版） の原画 16 点が展示されていま す。  

 

こ の お 話 は 、 貧 し い 家 の む す め が 、 あ ま り の ひ も じ さ に 川 に 身 を 投 げ よ う と

し て い る と こ ろ を 、 水 辺 の 主 で あ る ヴ ォ ド ニ ー ク が つ か ま え て 自 分 の 水 の 館

に 連 れ て い く と こ ろ か ら 始 ま り ま す 。 ヴ ォ ド ニ ー ク は む す め に 食 事 を ふ る ま

い 、 館 の 掃 除 を す る よ う に 言 い 、 金 の 粒 を こ づ か い と し て 与 え ま す 。 む す め

は 、 広 間 の ス ト ー ブ に 並 べ ら れ た 壺 の 中 は 覗 い て は い け な い と 言 わ れ て い る

の に 、 ふ た を 開 け て し ま い 、 壺 の 中 に は ヴ ォ ド ニ ー ク が お ぼ れ さ せ た 人 た ち

の魂が閉じ込 められ ていることを 知りま す。そして、むすめは 、家に帰りた い

と思うように なり、あ る日、壺の魂 をすべて 解放し、水の 館を逃げ 出します。  

 

原 画 を 見 て あ ら た め て 気 づ い た こ と に ス カ ー フ の こ と が あ り ま し た 。 む す め

は 最 初 の 場 面 で は 、 頭 に 赤 い ス カ ー フ を 被 っ て い ま す が 、 身 を 投 げ よ う と し

てヴォドニー クに連 れていかれる 場面で は、ほどけて水の 中に 漂っています 。

水 の 館 で 掃 除 を し て い る む す め は 白 い ス カ ー フ を 被 り 、 逃 げ る 時 は 何 も 被 ら

ず 出 か け ま す 。 む す め が 水 の 中 で 出 口 を 見 つ け た 場 面 に は 、 水 草 に 引 っ か か

った赤いスカ ーフが 描かれていま す。けれ ど、むすめは 、赤いス カーフを拾わ

ないまま、元 の世界へ 戻ります。家 に戻った 最後の場面で は、黄色 と赤の新し

い ス カ ー フ を 被 っ て い ま す 。 む す め が 水 の 中 に 赤 い ス カ ー フ を 残 し た の は 、

過去の自分を 振り切 って地上に出 るとい う意味がある のかな と思いました 。  

 

ほかにも、水 の冷たい 感触が伝わる 青、ヴォ ドニークの館 の居心 地のよさ、魂

の 壺 に 描 か れ た 一 つ 一 つ の 模 様 、 だ ん だ ん と 生 き る 希 望 を 持 つ よ う に な る む

すめの表情の 変化な どが原画によ ってよ り印象深く感 じられ ました。  

 

表 紙 と 逃 げ る 途 中 の 絵 は な か っ た の で ま た い つ か 見 た い と 思 い ま し た 。 ペ ー

ジ を め く る 楽 し さ と 原 画 の 繊 細 な 筆 遣 い の 両 方 を 楽 し む こ と で 、 物 語 世 界 に

より近づけた 気持ち がしました 。（Ｋ）  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  児童文学講演会 － すべての子ど もに本 のよろこびを －  

日  時：７月 31 日（ 土）  午後１ 時半～ ４時半  

会  場：ドー ンセン ター  ４Ｆ大 会議室 （大阪市中央 区大手 前）  

講  師：村中 李衣（ 児童文学作家 、ノー トルダム清心 女子大 学教授）  

内  容：第１ 部  講演 会「困難な時 代だか らこそ、種を 蒔く  

    －女 子受刑 者とわが子を つなぐ 絵本の読みあ い－」  

    第２ 部  育て る会総会  

    第３ 部  「育 てる会」設立 ４０周 年記念のＣＤ  

    「大 阪国際 児童文学館ｉ ｎ千里 万博記念公園 」上映 会  

参加費：有料  申し 込み：必要  

主  催：大阪 国際児 童文学館を育 てる会  

後  援：大阪 府子ど も文庫連絡会 ／大阪 国際児童文学 振興財 団  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  



http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

令和２年度に 開催し た、 IICLO 移転 10 周年記念フォー ラム「 子どもの本の 現

在と未来」と、国際講 演会「チェコの 子ども の本  いま・むかし」の報告集（ど

ちらも 880 円で販売中）を各１名 の方に プレゼントし ます。 ご希望の方は 、

メールで件名 「メル マガ  NO.131 プレゼン ト希望」とし 、 (1)お名前  (2)郵便

番号・住所  (3)電話番号  (4)メールアド レス、 (5)希望の報告 集名、よろ しけ

れば  (6)このメルマガのご感想を お書き のうえ  office@iiclo.or.jp にお送

りください。  

締切は８月 10 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

子どもたちは 夏休み に入りました 。長く 会っていない 遠くの 孫たちはどの よ

うに過ごして いるの でしょうか。 時々送 ってくれるス マホ映 像やビデオ通 話

での〈オンラ イン〉 対面も楽しみ ですが 、早く実際に 会える ような状況に な

ることを心待 ちにし ております 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html

